










































































































































適用し病院スタッフを対象に ROC 解析ソフト（ROC viewer）を用いて
FROC 解析による視覚的評価を行った。
【成績】M.T や CVC が挿入された臨床画像に、新規に作成したパラメーター
でデジタル処理を行うことによって、それらのデバイスをより鮮明に描出する
ことができ、FROC 解析では有位なデータが得られた。
【結論】デジタル処理を施すことによってM.T やCVC の確認が的確に行える
画像を作成することできた。これにより画像診断の経験の少ない病院スタッフ
でも容易に挿入デバイスの位置を確認することができるようになると思われ
る。
また、本研究における挿入デバイスの描出を目的とした画像は、通常の臨床画
像に単にデジタル処理を施すことによって得ており、撮影条件の変更などは行
っていない。したがって、一度の撮影で通常の画像と挿入デバイスの位置確認
画像の二枚を提供することができ、これも有益な点であるといえる。
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【目的】世界の中でもトップレベルにあるとも言える日本のがん治療、その医
療技術は遺伝子解析の登場にて医療技術や新薬開発など目覚ましい進歩を遂げ
てきている。医療機器が進歩する中、胃 X 線透視は職人と呼ばれていた世代
が定年を迎えようとしている。病変の発見や読影に必要な画像を作成する技術
を伝えるのは極めて難しく若手技師育成が問題となっている。
【方法】高機能透視録画装置 VC1000を用いて、透視像、ビデオカメラ、音声
を同時記録し、撮影体位及びバリウム撮影のポイントや病変の描出方法をビデ
オマニュアル化した。透視撮影の経験の浅い技師に、紙ベースマニュアルとビ
デオマニュアルのどちらが撮影技術習得し易いかアンケート調査した。
【結果】透視撮影経験豊富な技師が持つ高度な撮影技術やノウハウをいかにし
てローテーションの若手技師に継承していくのか、胃透視撮影の将来をも左右
する課題であった。しかし、今回作成した動画マニュアルは若手技師の透視撮
影技術習得に大変役立った。
【結語】癌の根治治療は早期発見がとても重要である。医療技術が秒進分歩で
進む中、撮影技術の維持向上は牛歩遅々というのが現実である。今後、下部消
化管撮影についても同様の動画撮影マニュアルを作成し撮影技術を伝えて行き
たい。
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